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１．概要 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓソフトウエアは、カナダＲｅｓＭａｔ社によるＯＤＦソフトウエアであり、ＡＤＣ法 

が採用されているが、内部に級数展開法的な動作も認められるソフトウエアである。 

ＲｉｇａｋｕＡＳＣデータ形式を入力、 

Ｂｒｕｋｅｒ社（Ｕｘd）,ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ（ＴＸＴ，ｘｒｄｍｌ）はＡＳＣ変換ソフトウエアで 

対応しています。 

   今回、配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア（２０１４／０５／２５）との関連で、操作方法の 

   説明を行います。 

２．入力データ 

 測定装置 リガク製ＲＩＮＴ２２００＋多目的試料台 

   測定試料 Ａｌ材 

３．極点図データ補正 

 ３．１ODFPoleFigure2ソフトウエア  

  （詳しくは、http://www.geocities.jp/helpertex2） 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアを起動 

 

       

 ３．１ 測定データの選択 

 選択したファイルと極点図が表示される。 

  

http://www.geocities.jp/helpertex2


 ３．２ データ処理条件を設定する。 

  バックグランドは計算で補正する。         

   

 

 ｄｅｆｏｃｕｓはデータベースから計算          処理結果はＴＸＴ２データ  Rp％の最適化  

 ３．３ 一括正極点図データ処理 

 処理された極点図が表示され、 

 Ｒｐ％の最適化で、極点図が最適かが行われます。 

  

 ＯＤＦ Ｆｉｌｅがアクティブとなる。 

 テキストデータも作成されている。 

  

 

 



３．４ ＴｅｘＴｏｏｌｓ用入力データの作成 

  ODF Fileを押す。 

３．５ ＰＦｔｏＯＤＦ３プログラムにＴＸＴ２データが引き継がれる。 

  

メニュー ＯｐｔｉｏｎからＴｅｘＴｏｏｌｓを選択 

  

   TexTools(pol)txtに変化する。Fileから ConditionSaveを行えばこの作業は不要 

 

 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ｐｏｌ）を押す。 

 



 処理を行ったディレクトリに TexToolsディレクトイが作られる。 

  

  TexToolsディレクトリに作成されるデータ 

  

以上でＴｅｘＴｏｏｌｓ向けデータ作成が完了 

 ４．ＴｅｘＴｏｏｌｓでデータの読み込み 

  

  

 作成したデータ指定と結果ファイルを指定して 

計算実行（ＯＫ）する。 



 計算終了で ODF表示（ＯＫ） 

 ４．１ ＴｅｘＴｏｏｌｓ計算結果ＯＤＦ図、極点図を表示 

  

 ｅｒｒｏｒは、C:¥CTR¥DATA¥ODFPoleFigure2¥TexTools¥Al.HODF 

   １％の目標が６．３％ 

  再計算極点図 

  

   ODF解析結果ファイルを指定 

       再計算極点図ファイル名を指定 

  

  計算する反射指数を入力 

     ｃａｌｃｕｌａｔｅ 

 



 

    同様に｛２００｝、｛２２０｝を計算 

  

 ５．配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア 

   

 ５．１ ValueODFで入力極点図と再計算極点図の比較を行う。 

  ValueODFで TexTools作業ディレクトリを選択 



  

 入力極点図と再計算極点図との差が 1.5%を若干超えている。入力データと再計算極点図に違いがある。 

 若し、補正量などが不良な場合、ODFPoleFigure2ソフトウエア説明書 

「７．７．３ 登録 defocus曲線を変更する」により修正する事が可能 

 

 ５．２ ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで TexToolsの ODF解析結果を指定 

  

 最大方位密度は 8.009である。Steplevelを 0.25として表示 

  



  

 

   ３面表示 

 

 

 

 

 

 

 

 



  １面表示 

 

 ５．３ ＭａｋｅＰｏｌｅで極点図表示 

  

 

 

 

  

 



５．４ Ｆｉｂｅｒを表示 

 φ２断面 5度間隔で０－＞９０度表示画面から 

  

 

 α-fiber 

  

 β-fiber 

  

 解析結果のファイルが作成される。 



  

  

 この Fiber解析した結果の表示が FIberMultiDisplayである。 

 

５．５ 結晶方位密度Ｌｉｓｔ表示 

 データベースに選択されている結晶方位密度ｌｉｓｔを表示する。 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



５．６ ＯＤＦ図から結晶方位{hkl}<uvw>の決定 

 OrientationDisplayが選択されている時、ODF]図上をマウスクリックで結晶方位を計算する。 

 

 マウスクリックで 計算された Euker角度から計算された{hkl},uvw>を表示 

  

 

  計算された{hkl}<uvw>から結晶方位図が表示されます。 

 

   

 他にも ODFをサポートするソフトウエアを数多く取り揃えてあります。 

 



５，７ ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの活用 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアは、各種ＯＤＦ解析結果を表示するソフトウエアで、 

    ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアが、Ｃｕｂｉｃに限定されていましたが、全ての結晶系に 

    対応しています。特に、ＣｕｂｉｃとＨｅｘａｇｏｎａｌで機能を発揮します。 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓで{hkl}<uvw>を決定する場合、Densitometerに表示されますが 

 整数化した{hkl},uvw>の Euler角度表示が有りません。又、整数化した｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞が 

 直交していない場合があります。 

 （等高線を増やす場合、等高線レベル領域を右マウスクリック） 

 

 クリックしたＥｕｌｅｒ角度位置と計算された方位からのＥｕｌｅｒ角度が分からない 

 

直交していない 

 

 

 以下にＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの表示例を示します。 

 

 



 マウスクリックした場所が“＋”で示され、再計算された Euler角度位置が“O”示されます。 

  

 

５．８ 再計算極点図の活用 

 ODF計算が終了していれば、再計算極点図の計算が可能になります。 

  

 再計算された極点図 

   

 



 この再計算極点図から ASC ファイルや TXT2ファイルに変更出来れば、各種処理が可能になります。 

 ASCに変更すれば、RINT 正極点処理で描画出来ます。 

 TXT2に変更すれば、配向関数で処理が可能になります。 

 HPFファイルの読み込みは、ODFPoleFigure2->ToolKit->ODFAfterTools->MakePoleFile 

  

  

 

 

 

 ASCや TXT2を選択してＯＫで変換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．９ 再計算極点図の等高線表示 

 ５．８で再計算極点図をＴＸＴ２に変換してあれば等高線表示も可能になります。 

  

 

 

 

 

 

 

  


